


ターでろ過して使用したところ，中間育成中の付着藻類

の繁茂を抑えることができた。また，付着藻類繁茂の制

御およびアマモ苗に対する光障害対策として，寒冷紗に

よる遮光を試みたが，組織培養苗の活力が低かったこと

もあって，遮光の効果は明確でなかった。 

以上のように，付着藻類対策として 1μm フィルター

ろ

表 1 海域移植後のアマモ実生苗の生育状況 

 

表 2 陸上水槽におけるアマモ実生苗の生育状況 

 

 

 

 

 

 

 

過海水の使用が有効であることを明らかにしたが，組

織培養苗の活力向上のため，育成条件について更に検討

する必要があると思われる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

測定日

試験区 苗数 葉長(㎝) 苗数 葉長(㎝) 苗数 葉長(㎝) 苗数 葉長(㎝) 苗数 葉長(㎝) 苗数 葉長(㎝)

ヤシマット有 116 8.3 107 － 109 － 104 14.8 110 40.5 126 54.3

ヤシマット無 114 8.1 104 － 103 － 98 15.1 83 40.2 100 51.1

3月16日 4月27日 5月25日
海域移植時

2005年12月20日 1月26日 2月17日

 

測定日

株数葉長(㎝) 株数葉長(㎝) 株数葉長(㎝) 株数葉長(㎝) 株数葉長(㎝) 株数葉長(㎝) 株数葉長(㎝)

屋内 ヤシマット有 12 3 8 10.8 8 15.8 8 27.8 8 64.1 8 92.6 13 92.8

屋内 ヤシマット無 12 3 9 14.8 10 22.3 10 36.0 10 71.4 8 111.2 12 108.6

屋外 ヤシマット有 12 3 8 16.7 8 21.6 12 25.5 16 33.7 14 60.9 12 96.6

屋外 ヤシマット無 12 3 9 19.6 10 23.6 13 32.8 16 42.6 14 72.6 12 104.4

5月16日

試験区

2005年11月3日 1月16日 4月18日3月14日2月16日 6月20日

表 3 組織培養苗の海域移植後の生育状況 

測定日

株数 葉長(㎝) 株数葉長(㎝) 株数葉長(㎝) 株数葉長(㎝)
3月14日

試験区

2006年12月26日 1月16日 2月22日

遮光 マリンバ .9 11 8.8
直射 マリンバスケット 49 6.5 33 22 5.9 19 7.6
遮光 ヤシマット直植 21 7.6 8 0 0
直射 ヤシマット直植 16 10.8 14 5 10.8 1 17.0
表

 

 

 

 

 

 

スケット 51 6.4 26 12 4

ヤシマットステープル 20 6.2 5 1 2.0 0
裏 ヤシマットステープル 18 7.2 7 1 4.0 0

表 4 陸上水槽における組織培養苗の生育状況 

測定日

株数 葉長(㎝) 株数葉長(㎝) 株数葉長(㎝) 株数葉長(㎝) 株数葉長(㎝)
バスケット 12 6.2 － － 10 5.7 0 － 0 －

2月28日
区

2006年11月1日 11月28日 12月26日 1月29日
株数葉長(㎝)

遮光 マリン 0 －
直射 マリンバスケット 12 6.2 － － 11 7.1 11 5.5 11 5.8 9 11.1
遮光 ヤシマット直植 12 6.2 － － 8 8.7 4 14.1 4 13.3 3 26.7
直射 ヤシマット直植 12 6.2 － － 4 12.0 4 13.1 3 22.3 3 28.2
遮光 ヤシマットパイプ 12 6.2 － － 10 9.9 9 12.6 7 18.1 5 26.1
直射 ヤシマットパイプ 12 6.2 － － 6 6.3 4 7.8 1 10.0 1 19.0
表 ヤシマットステープル － － 12 8.9 9 6.3 9 7.0 5 6.2 2 15.8
裏 ヤシマットステープル － － 12 8.9 9 7.7 9 7.4 6 9.8 3 18.7

3月27日
試験


